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ント・レフリー）で、クロアチアのペリシ
ッチがハンドを使ったと認定されたスロー
モーション映像である。ソニーの4K 8倍
速ライブカメラ「HDC-4800」も使用さ
れたとのことなので、どちらかのカメラが
捉えた貴重なスローモーション映像と言え
よう。
　上映方式も会場により工夫がなされてお
り、ふれあいホールでは、400インチの
スクリーンにアストロデザインのDLP 8K
プロジェクター（25,000ルーメン）を使
って投映が行われていた。一方、ヒカリエ
ホールでの上映は、ソニーの440インチ
LCDディスプレイが使われた。筆者の知る
限り、ソニーのクリスタルLCDによる8K 
HDRコンテンツの上映は日本初である。
　モスクワと東京間の伝送については、
「北回りと南回りの 2回線を用意して、
200Mbpsに圧縮して東京の回線センター
まで伝送。回線センターからヒカリエホー
ル間は非圧縮伝送」との説明であった。と
もかく再生された映像には実況や解説が一
切入らず、モスクワのスタジアムとPV会
場にはすばらしい一体感が感じられた。オ
ーバーな言い方をすれば、ロシアまで出向
かないで、本当に現地で観戦しているかの
ような没入感を味わうことができた。

「衛星放送協会オリジナル番組アワード」

　第8回を数える「衛星放送協会オリジナ

ル番組アワード」の授賞式は、7月12日
に千代田放送会館で行われた。ドラマ、ド
キュメンタリー、中継、バラエティ、教養、
アニメ、ミニの7部門で構成される各オリ
ジナル番組の最優秀賞の表彰に続いて、栄
えある大賞の発表があった。今回見事に大
賞を獲得したのは、日本映画放送が制作し、
時代劇専門チャンネルで放送されたドラマ
部門の「三屋清左衛門残日録 三十年ぶりの
再会」である。
　吉岡忍審査委員長は本作品に対し「藤沢
周平の原作の味を、重厚な制作人と役者を
そろえ、昂ることなく、鮮やかに映像化し
ている。まさに、時代劇の中の時代劇と呼
ぶにふさわしい作品に仕上がっている」と
称賛した。また、授賞式には、主演の北大
路欣也が直々に登壇して会場を盛り上げた。

「NHK技研公開2018」

　72 回 目 を 迎 え た「NHK 技 研 公 開
2018」は、5月24日から27日まで4
日間に渡って開催された。今回の会場は、「リ
アリティーイメージング」「コネクテッドメ
ディア」「スマートプロダクション」の3
大ステージで構成されていた。
　「リアリティーイメージング」の展示と
デモのハイライトは8Kであった。今回
は、「フルスペック 8K中継制作システ
ム」「8K4倍速スローモーションシステム」
「8K120Hz映像符号化・復号化装置」「シ

　今月は、「ワールドカップ・ロシア大会」
のパブリックビューイング（PV）、「衛星放
送協会オリジナル番組アワード」授賞式、
「NHK技研公開2018」についてレポート
する。

「ワールドカップ・ロシア大会」

　「2018 FIFAワールドカップ・ロシア大
会」は、フランスが4対2でクロアチアに
競り勝ち、大会史上2度目の優勝を果たし
て閉幕した。メディア史上で特筆すべきは、
NHKが渋谷ヒカリエホールで決勝戦、3位
決定戦、準決勝戦2試合のPVを行って大
会を盛り上げた。その前の6月15日から
7月13日に行われた試合は、NHKふれ
あいホール、東京ミッドタウン日比谷アト
リウム、LUMINE OなどでPVを実施して
ファンの期待に応えている。
　筆者は、準々決勝フランス対ベルギー戦
をNHKふれあいホールで、3位決定戦と
決勝戦を渋谷ヒカリエホールで視聴する機
会に恵まれたので、これら2カ所で行われ
たPVの模様を報告する
　少し専門的な話になるが、今回のライブ
映像の制作面での注目は、NHK、日立国際
電気、アストロデザインが共同で開発した
という8K 4倍速スローモーションカメラ
と再生装置が初めて使用されている。実際
にこのカメラが判定に使われたと思われる
のは、決勝戦でのVAR（ビデオ・アシスタ

「ワールドカップ・ロシア大会」
「衛星放送協会オリジナル番組アワード」
「NHK技研公開2018」

写真1　NHKによる「ワールドカップ・ロシア大会」
のSHV PVは、メディア史に残るイベントと言える。

写真2　第8回「衛星放送協会オリジナル番組
アワード」の大賞を獲得したのは、「三屋清左
衛門残日録 三十年ぶりの再会」であった。

写真3　オリジナル番組アワードの大賞授賞式
には、主演の北大路欣也が直々に登壇して会場
を盛り上げた。
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ート型8K有機 ELディスプレイ」など、
制作から再生まで多種多彩な興味深い展示
とデモが行われた。
　「フルスペック8K中継制作システム」は、
2K用の中継車を8Kライブ制作用に改修
したもので、実車を会場に持ち込んでデモ
が行われた。ライブ制作を機動的行うのと
長距離の映像伝送を実現したいという2つ
のニーヅに答えるのが主目的で、車内を見
せてもらったら、池上通信機が製作してと
いう小型ライブスイッチャーとOA研究所
製の小型波長多重装置が目に付いた。ライ
ブスイッチャーは6入力で、この内の4入
力をカメラに割り当て、残りの2入力は
PIPを実現するための録画映像再生用に使
っていた。波長多重装置については、「光フ
ァイバーを用いて、非圧縮144Gbpsの信
号を最大70kmまで伝送が可能」と述べて
いた。
　「8K 4倍速スローモーションシステム」
は、カメラが日立国際電気、スローモーシ
ョン再生装置はアストロデザインとの共同
製作とのことであった。しかし、展示され
たのはモックアップで、「実機第1号は、
8K中継車と共にヨーロッパで使用中」と
語っていた。この後、モスクワへ輸送して「サ
ッカーFIFAワールドカップ・ロシア大会」
の数試合を、8K 4倍速で世界初の撮影を
試みるとのことであった。
「8K120Hz映像符号化・復号化装置」の
符号化デモは、富士通の4Kエンコーダ
「IP-HE950E」12台で行われていた。符
号化方式は、MPEG-H HEVC/H．265 
Main 10 プロファイル レベル6．2で、
約100Mbps まで圧縮している。なぜ8
台ではなく12台使用しているか聞いて見
たところ、「同期を取りながら安定した符号
化を行うため」との回答であった。復号化
装置には、珍しいドイツのスピン・デジタ
ル製が使われていた。
「シート型8K有機ELディスプレイ」のデ

モは、4面マルチで行われてきたが、今回
は88インチ一面に仕上がっていた。LG
電子の静止画用88インチパネル（厚さ1
ミリ）をガラス基板に張り付けて、動画再
生用に改良したのがNHK技研の真骨頂と
言える。動画再生機能については、「アスト
ロデザインの協力を得ている」という。

　8K以外では、「21GHz帯衛星放送シス
テム」「地上放送高度化技術」「30万画素
3次元映像システム」が関心を呼んだ。
　「21GHz帯衛星放送システム」のコーナ
ーでは、B-SATの車載局（アンテナ直径1．
5m）、BSAT-4a衛星のKaバンド中継器、
技研の屋上に設置された受信アンテナ（直
径1．5m）を使ったデモが行われ注目を
集めた。帯域が300MHz あるので、8K
と4Kの映像信号を技研入り口付近に設置
した車載局から同時に衛星に送信して、受
信した8Kと4Kの映像をブースのテレビ
で来場者に見せていた。公表されたデータ
によれば、変調はQPSK、符号化率1/2、
伝送速度247Mbpsとのことであった。
　「地上放送高度化技術」のコーナーには、
現在、東京と名古屋で行っている実証試験
で使用している東芝製の周波数変換器、電
力増幅器、ソシオ
ネクスト社の受信
機などを展示して
その成果を報告し
ていた。最近の大
きな進展について
は、「東京タワー
に送信アンテナが
設置されたことと
22．2チャンネル
の音声が放送でき
るようになったこ
と」と語っていた。

☆http://www.uni-w.com/fdi/　ではフルカラーでご覧いただけます。

これで11月から大規模な試験放送を行う
ことができるという。

　「コネクデッドメディア」のステージのハ
イライトは、「IP制作のための8K伝送技術」
で、非圧縮8K映像を16本の2K IPフロ
ーとして伝送する「8分割 IP伝送装置」が
紹介された。インターネットイニシアティ
ブと共同開発中というこの装置を活用すれ
ば、2K4K8K全ての制作に利用できる。
　「スマートプロダクション」のステージで
は、「白黒映像の自動カラー化技術」と「ソ
ードトレーサー」が興味深かった。自動カ
ラー化のコーナーでは、8月に放送予定の
「ノモハン事件」の白黒映像を実際にカラー
化する過程を丁寧に説明し、出来上がった
一部のカラー映像を見せていた。「ソードト
レーサー」は、高速で視認が困難なフェン
シングの剣先の動きを可視化するシステム
である。秘密は、赤外・可視光一体型4K
カメラで、赤外投光器がカメラの前面に装
着されていた。

写真5　「ソードトレーサー」システムのコーナー
では、赤外・可視光一体型4Kカメラが注目を集めた。

写真4　「フルスペック8K中継制作システム」のコ
ーナーでは、実車を公開して詳しいワークフローの
説明が行われた。


